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シンポジウムの内容

アカデミック・ディテーリング（AD）は、米国では薬剤師によるDUR（Drug 
Use Review：薬物使用レビュー）を通じた介入の効果を高める戦略的教育
と位置づけられた。2008年には、独立した医薬品教育・啓発活動法案、い
わゆるAD法案が成立され、AD資材作成の助成が始まり、マサチューセッ
ツ州など複数の洲や大学でADプログラムが開始された。そして、薬剤師
は現在の医療チームの薬物治療に責任を持つ医療者としての職能拡大
へとつながった。日本のADは、2017年にアカデミック・ディテーラー養成プ
ログラムが始まり、医薬品の基礎薬学特性の比較にも視点を当てた個別
最適化を目指すところに独自性がある。現在までに、200名以上のAD認
定薬剤師が輩出され、医師の処方行動を最適化する活動が始まっている。
医師にADを実践することで、最適処方の考え方を共有でき、薬剤レビュー
後の薬剤師の提案も受け入れやすくなることが想定される。


